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カナダにおける都市在住イヌイットの社会 ・文化変化一モン トリオールを事例 として一

カナダ にお ける都 市在住 イヌイ ッ トの社会 ・文化変化

　　　　　　　　一 モ ン トリオ ール を事例 と して一

岸　上　伸　啓

1.は じめ に

　 経 済 の グ ロー バ ル 化 が 進 む 中、 地 球 規 模 で 人 の

移 動 の頻 度 と範 囲が 急 速 に 拡 大 しつ つ あ る。 これ

と 同 じ 傾 向 が カ ナ ダ の 先 住 民 社 会 に お い て も 見

ら れ る。 現 在 、 カ ナ ダ 先 住 民 の50%以 上 は 保 留

地(reserve)や 出 身村 を離 れ 都 市 部 に 住 ん で い る

(Cooke　 and　Penney　 2019;Tomiak　 and　Patrick　2010)0

　 2016年 の 国 勢 調 査 に よ る と、 カ ナ ダ の 先 住 民 イ

ヌ イ ッ トの 総 人 口6万5000人 あ ま りの う ち 約28%

が 出 身地 を 離 れ 、 カ ナ ダ 南 部 地 域 の市 町村 へ と移

住 して い る こ とが 分 か った 。 か つ て 極 北 地 域 の 狩

猟 民 と して 知 られ て い た イ ヌ イ ッ トは 、 カ ナ ダ の

他 の先 住 民 グル ー プ と比 べ る と都 市 へ の移 住 を 開

始 した 時 期 は 遅 か っ た が 、1980年 代 以 降 都 市 に移

住 す る イ ヌ イ ッ トの 数 は 急 増 した 。 イ ヌ イ ッ トの

都 市 人 口の 増 加 は 、 現 代 イ ヌ イ ッ ト社 会 の 特 徴 の

ひ とつ で あ る。

　 私 は1983年 か ら1988年 に か け て カナ ダ の モ ン ト

リオ ー ル に あ る マ ギ ル 大 学 大 学 院 人類 学 科 に留 学

した。 モ ン ト リオ ー ル を拠 点 と し て毎 年 、 ケ ベ ッ

ク州 極 北 地 域 ヌ ナ ヴ ィ ク の ア ク リ ヴ ィ ク 村 で イ ヌ

イ ッ トの 家 族 ・親 族 関 係 、 名 前 と命 名 、 狩 猟 ・漁

労 活 動 、 食 物 分 配 な ど に つ い て 調 査 を 実 施 し た 。

そ の 当 時 、 モ ン トリオ ー ル で 見 か け る イ ヌ イ ッ ト

の 大 半 は 、 病 気 治 療 の た め に 一 時 的 に 滞 在 して い

る 患 者 、 そ の 随行 者 、 も し くは イ ヌ イ ッ ト団 体 で

あ る マ キ ヴ ィ ク(Makivik　 Corporation)や ア ヴ ァ

タ ッ ク 文 化 研 究 所(Avataq　 Cultural　Institute)、 カ

テ ィ ヴ ィ ッ ク教 育 委 員 会(Kativik　 School　Board)、

北 ケ ベ ッ ク 生 協 連 合(FCQN:La　 F馘駻ation　des

Coop駻atives　 du　Nouveau-Qu饕ec)に 勤 務 す る 人 び

とで あ っ た。 イ ヌ イ ッ トの 高 校 生 も 大 学 生 も ほ と

ん ど見 か け な か った 。

　 1996年 に国立民族学博物館 において松山利夫先

生が都市先住民に関する共同研究会 と科学研究費

補助金による調査 プロジェク トを開始 した。私は

その共同研究員 ・研究分担者として研究会と科研

調査 プロジェク トに参加 した。私の担当はカナダ

における都市在住イヌイ ットの研究であった。私

は都市にはイヌイットはほとんどいないという先

入観をもっていたため、調査が可能であるか不安

であったが、1996年 夏にモントリオールで予備調

査を行ったところ、予想 していたよりもはるかに

多数のイヌイット・がモ ントリオールで生活 してお

り、さまざまな問題を抱えていることが分かった。

そこで1997年 か らモン トリオールで都市在住イヌ

イットの調査を本格的に開始し、2012年 までほぼ

毎年、モン トリオールで調査を行った。特に1997

年、2044年 と2012年 にはケベ ック州極北地域のイ

ヌイッ トの政治経済団体であるマクヴィクやモン

トリール先住民友好セ ンター(Native　Friendship

Centre　ofMontreal)の 支援を受けて、モン トリオー

ル在住イヌイットの生活状況に関するアンケー ト

調査 を面談で実施 した。 これ らの調査では各回

約50人 のイヌイ ッ トか ら情報を収集 した(岸 上

1997,1999a,1999b,2004,2006,2009)。

　本論文では、 これ らの調査時に収集したデータ

を基に、過去30年 あま りの間にモントリオール在

住イヌイ ットの生活状況がどのように変化 してき

たのかを記述 し、検討をしてみたい1)。論文の構

成は、以下の通 りである。序論に続く第2節 では、

イヌイット人口の変化 を時系列的に示 し、都市へ

の移動理由を紹介する。第3節 では、モン トリオー

ル在住イヌイッ トの類型を4つ に大別 し、その生

活状況を報告する。第4節 では、モン トリオール

在住イヌイットの社会 ・文化変化について検討を

一37一



人文論究　第91号

調 査 の 結 果 を 紹 介 し、 考 察 を加 え る。

　 カ ナ ダ 南 部 地 域(極 北 地 域 以 外)に 住 む イ ヌ

イ ッ トの 総 人 口 は、1991年 に8,305人(Kishigami

2002:185)、1996年 に7,300人(Bone　 2006:193)、

2001年 に8,485人(Kishigami　 2008:246)、2006年

に11,005人(Kishigami　 2008:74)、2011年 に16,700

人(Kishigami　 2015:576)、2016年 に17,695人(2016

年 カ ナ ダ 国 勢 調 査2))で あ る。1996年 と2016年 の

カナ ダ 南 部 地 域 在 住 イ ヌ イ ッ トの 人 口 を比 べ る と、

2倍 以 上 に急 増 して い る こ とが 分 か る。 す な わ ち 、

1991年 か ら1996年 の 変 化 を 別 にす れ ば 、 カ ナ ダ に

お け る 都 市 在 住 イ ヌ イ ッ トの 人 口 は 増 加 傾 向 に あ

る。 な お 、1991年 とそ れ 以 外 の年 で は 定 義 や 統 計

の取 り方 に若 干 の 違 いが あ る た め 、1991年 の 統 計

とそ れ 以 外 の統 計 を単 純 に 比 較 す る こ とは で き な

い点 を 強 調 し て お き た い。 この た め 本 稿 で は1996

年 以 降 の 国 勢 調 査 の 結 果 を 参 考 にす る 。

　 主 要 な 都 市 にお け る イ ヌ イ ッ ト人 口 の 推 移 は 、

図 表1に 示 す と お り で あ る。2016年 の時 点 で 人 口

の 多 い 順 番 は 、(1)オ タ ワ=ガ テ ィ ノ ウ(1,280人)、

(2)エ ドモ ン トン(1,II5人)、(3)モ ン トリオ ー

ル(975人)、(4)セ ン ト・ジ ョー ンズ(730人)、(5)

トロ ン ト(690人)、(6)カ ル ガ リー(440人)、(7)

加える。そ して最終節では本論文の成果を要約し

た上で、今後 の課題について述べる。

2.イ ヌイッ トのカナダ南部地域への移動

　カナダ極北地域 に住 むイヌイ ッ トのカナダ南

部地域への移動は190年 代に始 まった(Watson

2017:191)。 すなわち、1940年 代にカナダ極北地

域で結核が蔓延 し、カナダ政府はイヌイ ットの結

核患者を治療のためにカナダ南部の療養施設に強

制的に収容 した(岸 上2007:83;2021)。 すなわち

それは強制的移動であった。その後、現在にいた

るまでイヌイットのカナダ南部地域への移動は続

いている。第2節 では、カナダの主要都市でのイ

ヌイット人口の増減の変化を示 したうえで、彼 ら

の移動理由について紹介し、検討を加える。

2.1都 市イヌイット人口の推移

　カナダでは定期的に国勢調査が実施されており、

1991年 か らは先住民についてもより詳細な統計を

とり始めた。都市在住先住民、特 にイヌイ ットの

人口統計については、現実にはもっと多くの都市

在住イヌイットがいるのではないかと言われてい

る。この指摘 を念頭に置いた上で、ここでは国勢

図表1　 カナダの主要都市におけるイヌイ ットの推定人口(国 勢調査 に基づき岸上作成3))
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バンクーバー(405人)、(8)ウ ィニペグ(315人)

である。カルガリーやウィニペグ、バ ンクーバー

のように増減が見られた都市もあるが、全般的に

各都市のイヌイット人 口は増加傾向にある。

　人口が多い都市は、極北地域とカナダ南部地域

を結ぶ空路の出入口である。オタワにある空港に

は、毎日、ヌナヴト準州イカルイ ットからの直行

便が運航 している。モン トリオールはケベック州

極北地域からの出入 口であるし、エ ドモントンは

イエローナイフを経由してカナダ西部 ・中部極北

地域(北 西準州およびヌナヴト準州)か らの出入

口である。また、セン ト・ジョーンズは、ラブラ

ドル地域からの出入 口である。バンクーバーや ト

ロント、カルガ リーにも多数のイヌイットが在住

しているのは、彼 らがカナダ南部地域に到着後に

さらに移動しているか らである。

　カナダ南部地域の大都市圏に多 くのイヌイ ット

が住む傾向が見 られるが、約半数は大都市以外の

周辺およびその他の市町村 に分散 して住んでいる。

彼 らの中には同 じ都市内や地域間を頻繁に転居す

る者や極北地域の町村 とカナダ南部の間で転居を

繰 り返す者がいる。都市在住のイヌイットの人口

の特徴は女性が男性よりも多いことである。また、

カナダ南部地域在住イヌイ ッ トのうちほぼ90%

が極北地域で生 まれているが(Watson　 2017:190)、

都市で生まれ育ったイヌイ ッ トが増加 しつつあ

る4)。 さらに、イヌイッ トの特徴は、かつて海外

から移住 してきたイタリア人や中国人とは異な り、

イヌイ ット用の学生寮や患者用宿舎を除けば、各

市町村にリトル ・イタ リーやチャイナ ・タウンの

ような集住地区を形成せずに分散して住んでいる

点である。

2。2都 市 へ の 移 住 理 由

　 イ ヌ イ ッ トの モ ン ト リオ ー ル へ の 移 動 理 由 は 多

様 で あ る 。1997年 の 調 査 結 果 に よ る と、 個 人 的 な

動 機 や 理 由 は、 次 の 通 りで あ る(岸 上1999:217)。

(1)出 身 村 で の 問 題 か ら逃 れ る た め(25%)、(2)

仕 事 の た め(23%)、(3)進 学 のた め(19%)、(4)

配 偶 者 や パ ー トナ ー 、 家 族 の 移 動 に 同行(15%)、

病 人 に 同 行(4%)、 家 族 を訪 問(4%)、 病 気 治 療

の た め(2%)、 そ の 他(休 暇 の た め、 看 病 の た め、

養子 に出されたため、特 に理 由な しがそれぞれ

2%)で あった。

　2004年 の調査結果によると、個人的な動機や理

由は、次の通 りである(岸 上2006:508)。

(1)配 偶 者やパ ー トナ ー、家族 の移動 に同行

(25%)、(2)進 学 のため(15%)、(3)家 庭内暴

力や村内での性的暴力や ゴシ ップか ら逃れるた

め(15%)、(4)家 族や友人に会 うため(13.5%)、

(5)仕 事のため(9。6%)、(6)都 市を体験するた

め(5.8%)、(7)刑 務所や矯正施設に送致された

ため(3.8%)、(8)病 気治療のため(1.9%)、(9)

その他(9.6%)で あった。 これ らの理 由は、ポ

ジティブなものとネガティブなものに2極 化する

傾向が見 られる。

　都市在住イヌイ ットの低所得者やホームレスを

調査対象にした2012年 の調査結果は、次の通 りで

あった(Kishigami　 2015:581,601)。(1)家 庭内暴

力か らの逃避(15.2%)、(2)自 殺、麻薬、飲 酒

な どの社会問題からの逃避(8.7%)、(3)家 族問

題な ど個入的な理由(6.35)、(4)性 的暴力か ら

の逃避(5.1%)、(5)刑 務所や矯正施設に送致さ

れたため(5.1%)、(6)病 気治療のため(5.1.%)、

(7)訪 問 ・都市を体験するため(3.8%、 、(8)喧

嘩(2.5%)、(9)村 内での トラブル(2.5%)、(10)

離婚 したため(2.5%)、(11)北 の村 にいた くな

い(1.3%)で あった。以上か ら、都市在住イヌイ ッ

トの中でも低所得者やホームレスを含む非就労者

の大半は、出身村での個人的 ・社会的問題が理 由

でモントリオールに移動 したことが分かる。

　さらに、1997年 、2004年 と2012年 の調査か らイ

ヌイットの都市への移動には、就学や就職、病気

治療、訪問のようなポジティブないしはニュー ト

ラルな移動理由と出身村での社会的 ・個人的問題

が原因といったネガティブな移動理由が見 られ る。

　イヌイッ トの都市への移動は、個人的な動機や

理由で理解することができるが、構造的な社会 ・

経済的要因による説明も可能である。すなわち極

北地域のイヌイット・コミュニティにはイヌイッ

トを都市などに押し出すプッシュ要因がある一方

で、カナダ南部地域の都市にはイヌイッ トを引き

寄せるプル要因がある。両方の要因が絡み合いな

が ら作用 し、相乗効果 を生み出す ことによって、
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イヌイットは都市へ と移住したと考え られる。私

は別稿(岸 上1999a:234;1999b:207-211)に おい

て、極北地域の村々では職不足、住宅不足、密な

人間関係、社会問題、高度医療を受けることので

きる病院の不在、高等教育機関の不在など極北地

域か らイヌイ ットを押 し出すプッシュ要因が存在

する一方、モントリオールのような大都市には就

職先、住宅、 自由、娯楽施設、病院、大学 ・短

大 ・専門学校、レス トランや大型商業施設などイ

ヌイットを引き付けるプル要因があることを指摘

した。これまで実施 した調査によると、数ある要

因の中で最大のプッシュ要因は極北地域の出身村

での社会問題5)や 経済問題であ り、 プル要因は

都市での就職 ・教育 ・病気治療 のための機会 と施

設および 自由度の高さであると考える。私のイン

タビュー調査からは明確な情報は得られなかった

が、寄宿学校での体験など過去の集団体験に起因

する歴史的 トラウマを原因として指摘する意見 も

ある(Pauktuutit　2007)。 また、極北地域ではイヌ

イット女性が子供たちに対してケアをするという

役割を十分に果たす ことができていないため、女

性を押し出し、よ り安全なケアを行うことができ

る場としてカナダ南部地域が女性を引き寄せてい

るという見解 もある(Quintal-Marineau　 2020)。

　21世紀に入 ってもイヌイットのカナダ南部地域

への移動は続 いている。この移動を社会問題 とし

て捉えるか どうかは別 として、21世 紀のモン トリ

オールにおいて低所得者やホームレスのイヌイッ

トが急増 している。 この現実に対処するためには、

(1)極 北地域の村々での社会 ・生活環境を改善さ

せる施策 とともに、(2)モ ントリオールに移住 し

たイヌイ ットの社会 ・生活状況を改善させる施策

が必要であろう。

3.モ ン トリオール在住イヌイットの類型と生活

　　状況

　ここでは、モン トリオール在住イヌイ ットの間

に多様な生活様式が存在していることを指摘する。

便宜的に彼ら ・彼女 ら(以 下では、彼 らと略称)

を就労者、非就労者、学生、病気治療のための長

期滞在者、その他に大別し、彼 らの生活状況 を紹

介する(岸 上1999a;1999b;2006)。

3.1就 労者

　イヌイッ トの中に徐々に短大や大学 を卒業する

者が出てきたことやモン トリオール都市圏には複

数のイヌイ ット関連諸団体 という就職先があるた

め、モントリオールで就労するイヌイットの総数

は1980年 代と比べると飛躍的に増加 した。

　イヌイッ トの教育レベルはカナダ全体 と比べて

も、他の先住民族と比べても低いが、徐々に向上

しつつある。ある統計によると、15歳 以上のイヌ

イ ットのうち大学や短大、専門学校を終了した者

は、2006年 で26%、2016年 で29%で あった6)。イ

ヌイ ットの中で高等教育を受けた者は、能力や資

格があれば、モントリオールの一般企業や販売 ・

サービス業の多様な職種に就 くことができる。た

とえば、料理学校を卒業 し、シェフとしてレス ト

ランで働いている者もいる。一方、極北地域の小

規模村落では職種や職数が限られてお り、高学歴

者であってもよい職に就 くことができるとは限 ら

ない。従って、モン トリオールな ど都市は高学歴

を持つイヌイット に活躍の場を提供 しているとい

えよう。

　モン トリオールおよびその周辺には、マキヴィ

クやカティヴィク教育委員会、アヴァタック文化

研究所、イヌイ ット航空(Air　Inuit)、ファース ト・

エアー航空(First　Air)、北ケベック生協連含(略

称FCQN)、 ヌナ ヴィク地域保健 ・社会サー ビス

委 員 会(the　Nunavik　Regional　Board　of　Health　and

Soc{al　Services)を は じめとするイヌイ ットに関

連する団体や企業の事務所が存在 し、イヌイ ット

の就職の場 となっている。1980年代にはイヌイ ッ

トが運営する団体や企業の実務を担 当す る中間

管理職はヨーロッパ系カナダ人が占めていたが、

徐々に大学や短大を卒業 したイヌイ ットが要職に

就 くようになった。たとえば、カティヴィク教育

委員会では、アメリカのコロンビア大学で教育学

修士号を取得 したイヌイ ット男性が就職 している。

　定職に恒常的に就いているイヌイ ットとその家

族は、モン トリオールおよびその郊外の住宅地に

住み、他のカナダ人と同 じような生活を送って

いる(事 例 としては、岸上2006:508-510を 参照)。

彼 らはカナダの中流階級に属する者 として分類さ

れ うる(Watson　 2017:198-199)。
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3.2非 就労者

　イヌイットの非就労者には、失業中の者、ホー

ム レス、専業主婦、未成年の子供 らがいる。専業

主婦や未成年 の子供 の場合、家族の中に定職 を

持っている人がいれば、生活に困ることはない。
一方、非就労者やホーム レスはカナダの経済階層

では底辺の一部 を形成 し、困難 きわまる生活 を

送っている。ホームレスも非就労者の一部である

が、本論ではあえて区別 した。前者には定まった

住居がな く、住所不定である一方、後者は住む場

所があるという違いがある。 しか し、興味深いこ

とに私の調査によると両者の間に生活の上では大

差はない。

　ホーム レスを含む非就労者が生きていけるのは、

モントリオールに多数の弱者支援施設が存在 して

おり、それ らを利用 しているか らである。モン ト

リオールには、慈善団体が運営する女性専用シェ

ルターであるシェ ・ドリ(Chez　 Doris)、キリス ト

教会が運営するオープン ドア(Open　 Door)や ウ

エルカム ・ホール(Welcome　 Hall)、 レッ ド・ルー

フ(Red　 Roof）、オー ・ピー ・エム(略 称OBM)、

モ ントリオールの先住 民を対象 としたモン トリ

オール先住民友好センター(略 称NFCM)、 宿泊

シェルターであるパック(略 称PAQ)な どの多数

の施設がある(Kishigami　 2015:583-584,605)。 こ

れ らの施設の多 くは、昼食や夕食、衣類、シャ

ワー ・洗濯設備を生活に困っている人に無料で提

供 しているし、パ ックなどいくつかの施設では宿

泊することもできる。イヌイ ットを含む非就労者

やホームレスの人びとはこれらの施設を活用すれ

ば、なんとか生活を送ることができる。イヌイッ

トの非就労者やホームレスは、これ らの施設を訪

問する以外の時間帯は、カボット公園や平和公園

にたむろして時問を過 ごす ことが多い(事 例とし

ては、岸上2006:509-510,を 参照)。

　 ケベ ック州政府は2002年 よ りホームレス撲滅プ

ロジェク トを開始 し、住所不定の者であっても本

人であることを証明できる書類や身分を示すカー

ドが2種 類あれば、モントリオールの福祉事務所

で毎月、生活補助金(小 切手)を 受け取ることが

できるようになった。 このため、収入面ではホー

ム レス とそれ以外の非就労者との間には大差がな

く な っ た7)。

3.3学 生と長期通院患者

　イヌイッ トの学生 と長期通院患者では、年齢層

やモントリオールに滞在する理由に違いがあるが、

基本的にはイヌイ ット団体が滞在中の世話をする
一時的滞在者であるという共通点がある。そ して

前者は卒業すれば、後者は治療が終了すれば、極

北地域の村に戻ることを原則としている。

　モン トリオール在住イヌイ ットの学生は、村か

ら出てきた高校生 ・短大生 ・大学生 ・専門学校生

と両親がモントリオール在住のために自宅から通

学している学生に分けることができる。極北地域

か ら来た学生の中で もっとも多 いのはセ ジャッ

プ(CBGEP)と 呼ばれ る短大に通学す る者であ

る。毎年100人 あまりのイヌイッ トがジ ョン ・ア

ボ ッ ト ・カ レッジ(John　Abbot　College)や ドー

ソン ・カ レッジ(Dawson　 College)、 ヴ ァニエ ・

カレッジ(Vanier　College)、 マ リー ・ヴィク トラ

ン校(CEGEP　 Marie-Victorin)で 学ぶためにモ ン

トリオール地区にやってきている(Watson　 2017:

198)。 彼 らは学生寮に住むことが多い。これ以外

にマギル大学や コンコルディア大学、モン トリー

ル大学、ケベック大学モントリオール校で学ぶイ

ヌイ ットがいる。彼 らの学費や生活費はイヌイ ッ

トの政治経済団体が支払ってお り、生活に困るこ

とはない。 しかし、極北地域か ら来た学生の中に

は、モン トリオールの都市 ・社会環境にな じめな

い者、ホームシックに陥る者や勉学についていけ

なくなる者が多く、 ドロップアウ ト率も高い。 ま

た、飲酒問題や麻薬問題を起 こす者もいる。

　 もう一つの滞在者である長期通院患者は、ケ

ベック州極北地域の医療制度では、重症患者、特

別な治療や精密検査が必要な患者はモン トリオー

ルにあるマギル大学系列の大規模病院に送られる

ことになっている。毎年、のべ6000人 以上の患者

やその随伴者がモントリオールを訪れている。そ

の中に長期治療のためにモン トリオール に滞在す

ることを余儀なくされるイヌイットが何人かいる。

彼 らの場合は、ヌナヴィク地域のカテ ィヴィク政

府やケベック州政府の医療サービス担当者が移動

や生活の面倒を見 るので、生活に困ることはない。
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ただ し、患者の随伴者や完治 したイヌイットの中

に極北地域の村には戻 らず、モン トリオールに住

むことを決める人が少なか らずいる。

3.4そ の他

　その他のモントリオール在住者の中には、かつ

て出身村で事件や罪を犯したイヌイッ トが何人か

いる。2年 以下の懲役の場合は、セン ト・ジュロー

ム刑務所(Saint-Jerome　 Prison)も しくはタ ング

アイ刑務所(Tanguay　 Prison)に 送 り込 まれ、生

活を送る。また、未成年者は矯正施設に送致され

る。これ らの刑務所や矯正施設を出所した後にモ

ントリオールに留まる者が多 く、犯罪や飲酒 ・麻

薬問題に巻き込まれることが多い。彼 らは、ホー

ムレスになる可能性がもっとも高いイヌイ ットで

ある。

3.5多 様な都市在住イヌイット:階 層差と生活格差

　本節では大 まかではあるが、都市在住 のイヌ

イッ トを類型に分けて紹介 した。それ によ りイヌ

イッ トには、他のカナダ人と同 じような中間階級

層の生活を送る者からホームレスまで多様なイヌ

イッ トがいることが分かる。都市在住イヌイッ ト

が他の都市在住のカナダ人と大きく異なる点は、

ホーム レスを含む非就労者の比率がきわめて高い

ことである。そ して公的なセーフティ ・ネットが

機能 しているとはいえ、非就労者の生活はきわめ

て厳 しいと言わざるを得ない。

　都市在住イヌイ ット間で経済格差が広がりつつ

ある一方で、都市在住イヌイ ットとその他のカナ

ダ人との格差も広が りつつある8)。

4.モ ン トリオール在住イヌイットの社会 ・文化

　　変化

　私は1990年 代後半か ら2010年 代前半にかけてモ

ン トリオール在住イヌイッ トの生活状況について

調査 した(岸 上2006;2009;Kishigami　 201.5)。第

4節 では、その間に見 られた社会 ・文化変化 につ

いて報告し、検討を加える。

4.1モ ン トリオールのイヌイッ ト・コミュニティ

　　 の形成運動

　 1990年 代末か ら2005年 にかけてマキヴィクなど

イヌイッ ト関連団体に勤めるイヌイットの人たち

が、ホームレスを含む非就労者のモン トリオール

在住イヌイ ットの窮状を懸念し、彼 らを支援する

ボ ランティア活動を行なった。まず、モントリオー

ル在住イヌイットをメンバーとするモントリオー

ル ・イヌイ ット協会(略 称AMI)を 結成 し、それ

を核 としてモントリオール在住イヌイットのネ ッ

トワークを形成 し、最終的にはコミュニティの創

出を目指した。具体的な活動としては、1999年11

月か らモントリオール市に隣接するラシーヌ市に

ある英国聖公会教会の集会場を借 り、毎月最終土

曜 日に夕食会を開催 し、イヌイット・フー ドなど

をふるまった。イヌイットのボランティアが、マ

キヴィクやイヌイット航空、ヌナヴィックの14力

村か ら支援を集めながら、実施 した。その中心人

物は、当時、マキヴィクの財務部長を務めていた

M氏 であった。彼が中心となって2000年3月29日

にはAMIを 設立し、20G2年11月 にはマキヴィク所

有の建物の利用許可 を得て、イヌイ ッ ト用 の ド

ロップ ・イン ・センターと売店を開設した。 この

センター と売店は、同協会の月例夕食会 ととも

に、都市在住イヌイ ットが交流 し、情報 を交換 ・

共有する場 とな り、ネットワークが形成され始め

た。しか し、結果として売店経営はうまくいかず、

資金不足 となりセンターの運営が困難になるとと

もに、M氏 の運営方針に対しても関係者か ら反対

意見が出るようにな り、65回 続いた月例夕食会は

20G5年3月 を最後に一時中断した。また、4月 に

はマキヴィクの役員会の決定でセンターと売店が

閉鎖された(岸 上2006:514-516)。

　一方、M氏 はオタワのイヌイッ ト団体(Tunga-

suvvingat　Inuit、略称TI)と 連携しながらモン トリ

オール のイヌイッ ト・コミュニテ ィの創出のた

めの活動を継続 した。2005年10月 には北方省イヌ

イ ット局によって 「カナダの都市イヌイットーひ

とつの声一」 というワークショップがオタワで開

催され、オタワやモントリオール、エ ドモントン

など7都 市か ら都市在住イヌイットの代表が集ま

り、生活状況や諸問題について報告、話 し合いを
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行った。 このワークショップにもM氏 が参加 した。

その後、彼は2006年 にマキヴィクを退職 し、ボラ

ンティア活動か らも身を引いた。 この時点でAMI

は リーダーを失ったといえる。

　2006年 以降AMIは 実質的に活動休止に陥ったが、

マキヴィクの有志が時々、夕食会を開催 した。そ

してマキヴィクの会長はかつて北方省イヌイット

局に勤めていたフランス系カナダ人のS氏 を都市

在住イヌイ ット問題の特別顧問として雇用し、モ

ン トリオール在住イヌイ ットの生活向上のため

の政策を策定させた。S氏 は女性用 シェルター

「シェ ・ドリ」、パック、モントリオール市、警察、

北方省イヌイット局、そしてオタワのTIな どと連

携を取 りなが ら、モン トリオールにおけるイヌ

イット問題を解決すべ く、計画を練 り、政策提言

を行 った(Savoie　 2015)。 マキヴィクは2012年 に

先住民専用シェルター団体 「パ ック」とパー トナー

関係を結び、同団体に活動資金を提供し、ホーム

レス状態にあるイヌイ ットの支援 ・救済を開始 し

た(Watson　 2017:200)。

　 S氏 の活動と並行 して、モン トリオール在住イ

ヌイ ットの間に新 たな動きが見 られた。かつて

AMIで 中心的な役割を果たしていたヌナヴ ト準州

イカルイ ト出身のイヌイッ ト女性がモン トリオー

ル都市圏とケベ ック市に住むイヌイッ トに声をか

け、南部ケベック州都市イヌイ ット協会(Southern

Quebec　Urban　Inuit　Association、略称SQUIA)を 結

成 した(Watson　 2017:199)。2020年 に新型 コロナ

感染症問題9)が 深刻 になるまで、不定期ではあ

るが有志による夕食会を開催 した。新型コロナ感

染症の深刻化によって多 くの活動は中断を余儀な

くされているが、2021年4月9日 にはS氏 らが調

整役 となって、SQUIAを は じめとするイ ヌイ ッ

トの諸団体が、モントリオールにイヌイッ ト・セ

ンター を開設するための会合 を持った。SQUIA

に属するイヌイットは、マキヴィクや政府機関と

連携 しながら同センターの設立の準備を行ってい

る。

4.2ラ ジ オ 放 送 番 組 「ニ ピ ヴ ッ ト〈Nipivut)」 の 開

　 始 と そ の 影 響

イ ヌ イ ッ ト主 導 の コ ミ ュニ テ ィ創 出活 動 以 外 に、

コンコルデ ィア大学のマーク ・ワ トソン(Mark

Watson)博 士は、モン トリオール在住イヌイット

の間で情報を共有することによって、生活条件 を

向上させることを目的としてイヌイット語による

ラジオ放送番組ニ ピヴッ ト(Nipivut)10)を立ち上

げ、モン トリオールの地元コミュニティ ・ラジオ

局CKUT90.3FMか ら2015年10月6日 に最初の放送

を行 った。それ以後、毎月第2火 曜 日午後6時

か ら7時 まで放送 している。放送された番組は、

iTunesやSoundCloudでpodcastさ れている。 さらに

それはヌナヴト準州イカルイ トのCBCフ ランス語

放送局から再放送されているし、民間のイスマ ・

テレビ(Isuma　TV)コ ミュニケーション ・ネッ ト

ワークを通して も極北地域の各コミュニティにお

いて聞くことができる(Watson　 2017:195)。

　 番組ニ ピヴッ トでは、お もにイ ヌイ ット語 を

使用 して いるが、 出演者によって は英語や フラ

ンス語も使用 して いる。番組は、モ ン トリオー

ル在住イ ヌイッ トにとって有用な情報に関する

イ ヌイ ット間の対話、モ ントリオールでのイヌ

イッ トの生活に直接関係 している警察宮、教育

者や諸官庁の担 当者 との対話 を中心 に構成 して

いる。 この番組はモン トリオール都市圏のイヌ

イットにイベント情報や事件などについての情報

を広める と同時に、イヌイ ットの集合意識の育

成に貢献 している(Watson　 2017:195)。2021年 現在、

DJの イヌイ ッ ト女性 とSQUIAが 責任 を持って放

送を続けている。

　 ニピヴットがお もにイヌイ ット語で定期的に放

送され るようにな り、モ ン トリオール在住イ ヌ

イッ トを対象とした情報の流通が容易になったこ

とで、彼 らが以前と比べてより多様で大量の情報

を同時に共有することができるようになった点は、

彼 らの都市生活における大きな変化といえるだろ

う。

4.3通 信 ・訪問パターンの変化

　 1980年 代のモントリオール在住イヌイットが極

北地域に住むイヌイッ トと交信するための主な手

段は、電話かファックス、手紙で あった。また、

長期休暇や家族 ・親族の葬儀などの特別な時には

出身村に帰省することはあったし、家族 ・親族や
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友人 ・知人が病気の検査や治療のためにモントリ

オールを訪れることもあった。しか し、極北地域

とモ ントリオールの間を結ぶ飛行機の運賃は高 く、

私費で旅行 をするイヌイ ットはきわめて少なかっ

た。 したがって、一度極北地域の村 を離れると、

家族や親族、友人らと交信す ることも、実際に対

面する機会も少なかった。

　 1990年 代 の状況 も1980年 代 と大 きく変わ らな

かったが、インターネッ トの利用が始まると、極

北地域 のイヌイ ッ トとモ ントリオール在住イヌ

イ ットの問で電子メールのやり取 りがされるよう

になった。定職を持つイヌイットやイヌイッ トの

学生はインターネットを日常的に使用するように

なった。一方、非就労イヌイッ トは、先住民友好

セ ンターのPCを 利用 し、イ ンターネッ トにアク

セスするようになった。また、同セ ンターの電話

を利用して出身地の家族 ・親族 らに電話をかけた

り、電話を受けた りしていた。さらに1990年 代に

は携帯電話も普及しは じめ、当初は定職のあるイ

ヌイットのみが所持 していたが、徐々に学生や非

就労イヌイッ トも利用するようになった。 この結

果、モントリオール在住イヌイ ットは、極北地域

や他の都市に住むイヌイ ットとより簡単に連絡を

取 り合うことができるようになった。しか し、電

話や直接訪問の頻度には、モン トリオール在住イ

ヌイットの間に格差が見 られた。有職者や学生は、

携帯電話による極北地域のイヌイ ットとの交信や

出身村への帰省の頻度が、非就労者に比べはるか

に高かった(Kishigami　 2002:76-77)。

　 2000年 代に入ると極北地域の村々の役場、学校、

仕事場、家庭 にPCが 普及 し、電子メールのみな

らず、フェイスブックや ラインなどSNSが 広 く利

用されるようにな り、居場所に関係な くイヌイッ

ト間での交信や情報交換が容易になった(Kishiga-

mi　2008b)。 さらに、都市在住イヌイ ットを中心

にスマー トフォンが普及すると、イヌイッ ト間で

の連絡がより容易になった。

　 この30年 間に、都市在住イヌイットは、通信媒

体の発達とその利用によって、極北地域に住む家

族や親族、友人とより頻繁に連絡を取 り合 うよう

になった。そのため、1980年 代 とは大きく異なり、

都市在住イヌイッ トは極北地域在住の家族 ・親族、

友人との社会関係を維持することができるように

なった。 この社会関係を通して相互 に扶助 しあい、

イヌイッ ト・フー ドを流通 ・分配 させてお り、貧

しい都市在住イヌイ ットにとってはセーフティ ・

ネットとして機能するようになった。かつては会

わなくなると親族関係が実質的に失われていたが、

現在では会わなくてもフェイスブックなどによる

交信によって家族 ・親族関係が維持されるように

なった。

　すなわち通信手段の発達 と利用は、モ ン トリ

オール在住イヌイッ トの社会的ネットワークを活

性化させ、維持させるようにな り、都市在住イヌ

イッ トの社会的孤立化を緩和させた。1980年代か

ら1990年 代のモン トリオール在住イヌイ ットの抱

える問題のひとつは、カ リブー肉やホッキョクイ

ワナな どのイヌイ ット・フー ドを入手 し、食べる

ことが難 しかった ことである。今では、出身村に

住む家族や親族、友人に連絡 して、人に託 してモ

ントリオールに持ってきてもらうこともイヌイッ

ト航空の荷物便で空港まで届けてもらうことも可

能になった。いつでもイヌイ ット・フー ドを入手

できるわけではないが、1980年 代と比べるとはる

かに容易にかつ頻 繁に入手する ことがで きるよ

うになった。その一方で、問題 も顕在化 している。

都市では経済格差 とともに情報格差が拡大し続け

てお り、有職者のイヌイッ トは非就労者 のイヌ

イッ トよりも通信手段の発達のはるかに大きな恩

恵を受けているのである。

4.4都 市とイヌイット

　 ここではモン トリオール在住イヌイ ットの社

会 ・文化変化について整理 し、検討を加えたい。

4.4.1都 市在住人 口の増加 とモ ン トリオール生ま

　　 れのイヌイッ ト人口の増加

　 100年 前のカナダ極北地域のイヌイ ッ トは、欧

米人の捕鯨者、宣教師、交易者らと接触し、ホッ

キ ョクギツネの毛皮交易 に参画 し始め、世界経

済ネ ットワークの末端 に組み入れ られつつ あっ

た(岸 上2007:76-84)。 それでもかな りの政治 ・

経済的自律性を持ち、季節的移動生活 を送ってい

た。当時は、都市在住のイヌイットは皆無に近かっ

た。 しか し、ワ トソン(Watson　 2017:191,193-4)
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　図表2は 、左か ら順 に1996年 から2016年 にかけ

てのカナダにおけるイヌイ ットの総人口数、極北

地域(ヌ ナヴ ト準州・ヌナチャック地域・ヌナヴィ

ク地域 ・北西準州)の イヌイ ットの人口数、極北

地域以外(カ ナダ南部地域)の イヌイ ットの人 口

数 と総人口中に占める割合を示している。

　図表2か ら分かることは、第1に 、イヌイッ ト

の総人口、極北地域のイヌイットの人 口、カナダ

南部地域の総人口はすべて増加傾向を示している。

通常、 日本の人口移動のように、地方からの入口

流失が都市人口の増加のおもな原因であり、都市

人口の増加は地方の過疎化 を生み出す ことが多い。

ところが この傾向はカナダ ・イヌイットの場合に

は当てはまらず、地方 も都市においてもイヌイッ

ト人 口が増加を示している。言い方を変えれば、

極北地域でのイヌイ ット人口の自然増加が大きく、
一部の人口が都市に移動したとしても、極北地域

の人口は増加し続けているのである。

　第2に カナダ南部地域在住のイヌイッ トの人口

数は1996年 か ら2016年 の間に2倍 以上に増加 して

お り、2016年 にはカナダ ・イヌイットの4人 に1

人強がカナダ南部地域に住んでいる。一方、興味

深いのは、イヌイットの全人 口中に占めるカナダ

南部地域在住イヌイ ッ トの割合が、2011年 か ら

2016年 にかけてほぼ同じか少し減少を示 している

ことである。 これらの傾向は、将来も都市在住人

口が増加することを予想させるが、極北地域とそ

れ以外の地域でのイヌイット人口数の逆転はす ぐ

には起きないと考えられる。

　 経済のグローバル化は、国境を越えた労働人 口

の移動を活性化 させると考えられているが、すで

に論じたようにイヌイ ットの国内移動は必ず しも

労働 力の移動 とはいえない。 また、気候変動な

どが極北地域の自然環境や社会に悪影響を及ぼし、

それがイヌイットの人口移動を引き起こしている

という仮説も実証的なデータで証明されていない。

グローバル化も気候変動もイヌイ ットの移動に間

接的に関係している可能性はあるが、む しろ移動

の主要因は極北地域におけるイヌイット ・コミュ

ニティにおける生活条件の劣悪さ(経 済問題や社

会問題、住宅問題)に あると考えることができよ

う。一方、都市においては就労者 ・学生 と非就労

が指摘しているように、1940年 代か ら1950年 代に

かけてカナダの極北地域では結核が蔓延し、患者

はカナダ南部地域にあるサナ トリウムや病院に療

養のために送 られた(岸 上2021:69-70)。 このた

め、少なか らぬイヌイットがカナダの都市部に長

期間滞在 した。 また、カナダ政府 によってカナダ

南部地域にある寄宿学校 に送 られる児童 もいた

(Watson　2017:194)。

　1960年 代から1970年 代にかけてカナダ政府関係

の仕事や、中高等教育、専門学校で教育を受ける

ためにイヌイッ トがカナダの都市部に滞在するこ

とがあった。しか し、都市在住イヌイ ットの人口

が急増 し始めたのは1980年 代以降と考えてよいだ

ろう。そしてその人口は増加 し続けている。

図表2　 1996年 ～2016年 のイヌイ ットの総人口、

　　　　極北地域のイヌイットの総人口、カナダ

　　　　南部地域のイヌイッ トの総人口(割 合)

カ ナ ダ 南

部 地 域 在

住 イ ヌ イ

ッ トの総

人 ロ(総 人

口 中 に 占

める割合)

極 北 地

域 在 住

イ ヌ イ

ツ ト の

総人 口

イ ヌ イ

ツ ト の

総人 口

年

　 7,300

(17.8%)

33,78041,0801996

8,485

(18.8%)

36,58545,0702001

11,005

(21.8%)

39,48050,4852oo6

16,700

{28.1%)

42,74559,4452011

17,695

(27.5%)

46,63064,3252016
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者のイヌイッ トの問 に経済格差が拡大してお り、

非就労者は多くの深刻な問題も抱えている。イヌ

イッ トによる都市への移住や都市での社会 ・経済

問題は、極北地域のイヌイッ ト・コミュニティが

直面 している諸問題 と深く連動している。

4.4,2アイデンティティ、言語、イヌイット・フード

　モン トリオール在住のイヌイットの中には、失

業や低収入などの経済問題や飲酒や麻薬、暴力に

係わる社会問題、肝炎やエイズ、栄養失調などの

健康問題を抱えている人も多い。さらに、彼 らの

多 くに共通 しているのは、母語喪失、そ してイヌ

イ ット・フー ドの入手の困難さおよびそれ らに起

因するイヌイッ トとしてのアイデンティテ ィを維

持することが難しくなっていることである。イヌ

イッ トとしてのアイデンティティを維持できなく

なることは、自らの立ち位置を見失い、孤立感 を

深めることを意味し、前述の社会問題の解決から

遠のくことを意味する。

　イヌイットのカナダ南部地域への移住の歴史は

少な くとも40年 を超え、モン トリオールで生まれ

育ったイヌイ ットの数が増加 しつつある。 また、

民族や人種 を超えた夫婦関係やパー トナー関係も

増加 し、彼 らの子 どもたちの中には複数のエス

ニ ック ・アイデンティティを併せもつ者が増加し

つつある。モン トリオールへの移住第1世 代はイ

ヌイ ットとしてのエスニック ・アイデンティティ

を強 く持っているが、第2世 代以降は英語やフラ

ンス語 を話し、親からイヌイットであることを教

えられて自覚はしていても、現実の生活実践は他

のモントリオール在住者と大きく変わることはな

い。彼 らがイヌイットとしてのアイデ ンティティ

を保持する理由も意味もあまりなくなりつつある

といえる。ただし、特定のランド・クレーム地域

のイヌイ ッ トとして認定 され ると、先住民団体

か ら大学 ・専門学校で学ぶために必要な学費や生

活費の提供を受けられる経済的な恩恵があるため、

イヌイットであるという認定資格を持ち続 ける傾

向が強い。このような場合は、自らがイヌイッ ト

であることを自覚せざるを得ない。 しかし、イヌ

イ ットであるという認定資格は持ち続けるが、行

動や考え方、アイデンティティはイヌイット文化

に基づいているとは必ずしもいえない。モントリ

オールのような都市では新たなタイプのイヌイッ

トが出現 しつつある。

　モントリオールに住むイヌイ ットは、学校や職

場、日常生活では英語やフランス語 を使用せ ざる

を得ない場合が多い。 このためイヌイッ ト語を話

す機会は少なく、母語の世代間継承が大きな問題

となりつつある。アヴァタック文化研究所で開講

しているイヌイッ ト語講座に参加するイヌイット

の青少年はいるが、その数は限 られている。モン

トリオール在住の第2世 代 ・3世 代 目のイヌイッ

トは、両親や極北地域の家族 ・親族 とイヌイ ット

語で意思疎通することができな くなりつつある。

　モントリオール在住の第1世 代のイヌイ ットは

これまで、ホッキ ョクイワナやカリブー肉、シロ

イルカのマ ッタック(脂 皮)の ようなイヌイット・

フー ドの入手に苦労 してきた。第2世 代 ・第3世

代 目のイヌイ ットの中には生魚や生肉を食べるこ

とができない者や好まない者が多 くな りつつある。

　以上のように、モン トリオール在住イヌイット

の間ではアイデ ンティティの在 り方、言語生活、

食生活が、極北地域のイヌイ ットとは大きく変わ

りつつある。

4.4.3通 信技術の発達と社会関係

　本稿で紹介 したようにPCや 携帯電話、スマー

トフォンが1990年 代からイヌイ ットの問にも急激

に普及し、1980年 代には連絡を取 り合うことが難

しかった別の市町村に住む家族や親族、友人と電

子メールや フェイスブック、ラインな どを通じた

や り取 りが容易になった。これ らの通信機器の普

及 とSNSな どの利用によって、異なる地域に住む

イヌイッ トの間で頻繁に連絡や情報交換を行うよ

うにな り、家族関係や親族関係、友人関係などが

活性化 し、維持す ることができるようになった。

これ らの社会関係のネットワークは、都市在住イ

ヌイットの社会的孤独化をある程度、抑制する機

能や相互扶助の機能を果たすようになった。金に

困った都市在住イヌイットが、 フェイスブックや

ラインで出身村にいる家族や親族 友人に連絡を

とり、助けてもらった り、イヌイット ・フー ドを

食べたい場合は連絡を取ってホッキ ョクイワナな

　 .,
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どを送ってもらった りしている11)。

　モントリオールのような大都市で生活する場合、

イヌイッ ト・フー ドの食事会やイヌイット関連の

イベント、求人などの情報を入手することは大変

に重要なことである。モントリオール在住のイヌ

イ ットは通信機器やインターネ ッ トを利用 して、

都市環境への適応力を高めていると考えられる。

4.4.4官 民および自らによる生活向上のための活動

　以上では、モン トリオール在住イヌイットの就

労者、学生、非就労者の間で経済格差や情報格差

が拡大 しつつあることを紹介 した。非就労者は、

さらに、飲酒 問題、麻薬 問題、暴 力問題、健康

問題を抱 えている ことが多い(Kishigami　 1996b,

2008,2015)。 モン トリオールではこのような状況

を憂慮した就労者のイヌイ ットがボランティアで

モントリオール ・イヌイ ット協会を創設し、月例

の夕食会を開催するなど、支援を進めるとともに

イヌイッ ト・コミュニティの形成を目指す活動が

行われてきた。その活動は諸般の理由で頓挫 した

が、2021年 の時点でその目的は南部ケベック州都

市イヌイ ッ ト協会(略 称SQUTA)に よって受け

継がれている。2020年よ り新型コロナ感染症の蔓

延により、夕食会の開催等の活動は中断状態であ

るが、それでもモン トリオール在住イヌイ ットを

社会的に結びつける役割は継続している。

　 また、ケベ ック州北部地域ヌナヴィクのイヌ

イッ トの政治経済団体マキヴィクやモン トリオー

ルで活動している慈善団体や教会、先住民友好セ

ンター、救済シェルターなどの各種民間団体が、

それぞれ昼食や夕食、衣類、シャワーや洗濯機の

利用などを無償で提供し、生活に困っているイヌ

イットらの支援を行っている。また、モントリオー

ル市やケベック州政府、ケベック州厚生局、カナ

ダ政府北方省なども独自のプログラムでイヌイ ッ

トらを支援 している。

　 自らの努力や富民団体からの支援活動によって

非就労者のイヌイッ トがモントリオールでも生き

ていける状況を創 り出している。 しかし、ワ トソ

ンは、各種団体が類似 したサー ビスを提供 してお

り、利用者の側か らすると分か りにくく、必ず し

も効果的 ・効率的な支援が行われているはいえな

いと問題点を指摘 している(Watson　 2017:201)。

　私はイヌイッ トがモン トリオールで自立して生

きていくためには、現金収入を得るための仕事に

就くことがもっとも重要であると考えている。そ

のためには、彼 らのために(1)フ ランス語の習

得や(2)仕 事に就 くための技能や知識 の習得の

ための教育プログラムを開発 し、実施す ること、

(3)求 人情報の提供と就職相談の提供が不可欠で

あると考 える。

5.結 語

　本稿では、過去30年 余 りの問に起 こったモン ト

リオール在住イヌイ ットの社会 ・文化変化につい

て紹介し、検討を加えた。モン トリオールの事例

を要約すると下記の通 りである。

　 (1)1980年 代以降、カナダ南部地域、特に都市

部に移住す るイヌイ ッ トの数が増加の一途をた

どっている。移動理由には、就職や教育、病気治

療のためといったポジティブなものと社会 ・経済

問題からの逃避のためといったネガティブなもの

に2極 化する傾向がある。イヌイ ットの移住は、

経済のグローバル化や気候変動と直接的に関係 し

ているようには見えない。むしろ極北地域のイヌ

イ ット・コミュニティにおける社会問題や経済問

題、住宅問題がイヌイ ットの移動の主要因である

と考えられる。

　 (2)都 市で暮 らすイヌイットは、就労者、非就

労者、学生、病気治療のための滞在者、入獄者

らに大別する ことができる。就労者や学生、病

気治療のための滞在者 は生活 に困ることはない

が、非就労者や監獄か らの出所者は生活が不安定

で、ホーム レス状態に陥る危険性が常に伴ってい

る。学生、病気治療のための滞在者以外の非就

労者のイヌイットは、キリス ト教会や民間の慈善

団体が提供するサービスや施設を利用することに

よって何 とか生活ができている。近年、モ ントリ

オールに移住するイヌイッ トの数が増加するに従

い、イヌイットのホームレスの数も増加 し、問題

視されている。一方、就労者の中には、 ミドル ・

クラスが出現しており、モン トリオール在住イヌ

イッ トの間に経済格差が拡大 しつつある。

　 (3)イ ヌイッ トのボランティアは、ホームレス・
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イヌイットの支援やコミュニティ形成の活動を行

なってきた。現在、その目的を達成する手段とし

て、イヌイ ット・センター設立のための活動を行

なっている。イヌイ ッ ト語 ラジオ放送の開始や

SNSを 利用 した情報共有 ・交換が行われるように

なり、それ らは、社会関係やアイデンティティの

維持、相互扶助の強化に貢献 している。一方、モ

ン トリオールにおいてイヌイ ットの就労者と非就

労者との間に情報格差が拡大しつつある。

　 (4)モ ン トリオール在住イヌイッ トの中には、

モントリオールで誕生した第2世 代や第3世 代の

数および高齢者の数が増加しつつある。第1、 第

2世 代のモントリオール在住イヌイットの間でイ

ヌイ ッ トと非イヌイ ッ トとの夫婦関係やパー ト

ナー関係が増加してきたため、彼らの子供たちは

複数のエスニック ・アイデンティティを併せ持つ

ようになった。自らがイヌイ ットであるというア

イデンティティを自覚しつつ も、使用言語や食生

活が極北地域在住のイヌイ ットとは大きく異なる

新たなタイプのイヌイットがカナダ南部地域では

出現 しつつある。

　以上の研究結果に基づき、今後の研究課題 を提

起 しておきたい。一つは学問的な課題である。今

回はモン トリオール を事例とした報告であるが、

カナダ ・イヌイ ット社会全体 における変化や多様

化の中で都市在住イヌイ ットはどのような位置を

占め、彼 らはどのような生活様式や社会関係、ア

イデンティティを形成 してきたのか、そして今後

どのように形成 していくのかを解明するためには、

他の都市に在住 しているイヌイッ トとの比較研究

が不可欠であると考える。二つ目の課題は、より

実践的なものである。都市在住イヌイットの増加

に伴 い、イヌイットのホームレスや非就労者も増

加 し、各都市において社会問題化 しつつある。 こ

の現実的課題を解決ないしは改善するための実践

的な研究を都市在住イヌイッ トと協働で実施する

ことが必要であると考える。
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注

1)岸 上 は モ ン ト リオ ー ル 在 住 イ 耳 イ ッ トの 移 動

　 　 (岸上1999b;Kishigami　 1999a,2013)、 ア イ デ

　 　 ン テ ィ テ ィ　(Kishigami　 2002a,2002b,2002c,

　 　 2004a)、 社 会 ・経 済 問 題(岸 上1997,1999a,

　 　 2006,2009;Kishigaini　 1999b)、 ホ ー ム レ ス

　 　 (Kishigami　 2008a,2015)、 社 会 関 係(Kishiga-

　 　 mi　2006)、 情 報 流 通(岸 上2004;Kishigami

　 　 2008b)な ど に つ い て 調 査 結 果 を 出 版 し て

　 　 き た 。 本 論 文 と 関 連 し て 、 モ リ ス(Morris

　 　 2016)に よ る 、 統 計 的 に 見 た 都 市 在 住 イ ヌ

　 　 イ ッ トの収 入 、 雇 用 、 教 育 、 健 康 、 住 宅 、 犯

　 　 罪 、 文 化 と言 語 な ど に 関 す る研 究 が 存 在 す る。

　 　 首 都 オ タ ワ は 、 イ ヌイ ッ ト ・セ ン タ ー が 最 初

　 　 に 設 立 さ れ た こ と も あ り、 都 市 在 住 イ ヌイ ッ

　 　 トに関 す る 相 互 扶 助 や 教 育 な どの 活 動 が も っ

　 　 と も盛 ん な 都 市 で あ る。 こ の た め 、 都 市 在 住

　 　 イ ヌ イ ッ トの 母 語 ・知 識 の継 承 ・使 用(Patrick

　 　 and　Budach　 2014;Patrick,　 Budach,　 and　Muck-

　 　 paloo　 2013;Patrick　 and　Tomiak　 2008;Smylie

　 　 2018;)や ア イ デ ンテ ィ テ ィ(Budach,　 Patrick,

　 .・



カナダにおける都市在住イヌイッ トの社会 ・文化変化一モントリオールを事例 として一

　 and　Mackay　 2015;Neale　 2017;Patrick　 2020;Pat-

　 rick,　Tomiak,　 Brown,　 Langille,　and　Vieru　201;

　 Tomiak　 2016)、 育 児(McShane　 et　al.2009)、 若

　 者(Vaudry　 2016)、 老 人(Brooks-Cleator,　 Giles,

　 and　Flaherty　2019)、 教 育(Reynolds　 1998)、 健

　 康(McShane　 et　al.2006;Shephard　 2007)、 ホ ー

　 ム レ ス(Bono　 2019)な ど に 関 す る 研 究 が 近

　 年 、 盛 ん に 行 わ れ て い る 。 ま た 、 ガ ン を 患

　 い 、 治 療 を受 け た 都 市 在 住 イ ヌ イ ッ トの ケ ア

　 　(Eruaraq　et　al.2021)や ラ ブ ラ ドル ・ニ ュ ー

　 フ ァ ン ドラ ン ドに お け る 都 市 在 住 イ ヌ イ ッ

　 　トの 患 者 が 何 を必 要 と し て い るか(Hanrahan

　 2002)等 、 医療 福 祉 に 関す る 研 究 が存 在 す る。

　 さ ら に、 ア ラ ス カ の 都 市 へ の 移 住 とア イ デ ン

　 テ ィ テ ィ の 問 題 を 取 り扱 っ た研 究(Voorhees

　 2010)や ア ラ ス カ の 都 市 在 住 の 先 住 民 女 性

　 の食 実 践 や 信 念 、 態 度 に関 す る研 究(Waｌch,

　 Loring,　Johnson,　Tholl,　and　Bersamin　 2019)が

　 あ る。 都 市 在 住 イ ヌイ ッ トの 間 で 社 会 問 題 が

　 よ り顕 在 化 して き た た め 、21世 紀 に 入 る と、

　 都 市 在 住 イ ヌ イ ッ トが 抱 え る 諸 問 題 の把 握 や

　 解 決 ・改 善 を 目的 と した 実 践 的研 究 が 増 加 し

　 た。

2)2016年 の 極 北 以 外 の 地 域 に住 む イ ヌ イ ッ トの

　 総 入 口 に つ い て の 出 典 は 下 記 の 通 り で あ る。

　 Aboriginal　Peoples　in　Canada:Key　 Results　from

　 the　2016　Census:hops://www150.statcan.gc.ca/

　 n1/daily-quotidien/171025/dq171025a-eng.htm

　 　(2021年10月11日 閲 覧)

3)各 国 勢 調 査 結 果 の デ ー タ は 、 下 記 の 文 献 に

　 基 づ く。1996年 の 統 計 は(Bone　 2006:193)、

　 2001年 は(Kishigami　 2008b:246)、2006年 は

　 　(Kishigami　 2008a:74)、2011年 は　(Kishigami

　 　2015:576)、2016年 は 注2)か ら 引 用 し た。

　 　各 文 献 に は 原 典 を記 載 して い る の で 、 参 照 い

　 　た だ き た い。 な お 、1991年 の 国勢 調 査 で は先

　 住 民 調 査(Aboriginal　 Peoples　 Survey)も 同時

　 　に実 施 し、都 市 在 住 イ ヌ イ ッ トの総 数 は8,305

　 　人 と推 定 さ れ て い る。 イ ヌ イ ッ トの 人 口 が 多

　 　い 都 市 を 順 番 に あ げ る と、 トロ ン ト(1,895

　 　人)、 エ ドモ ン トン(840人)、 モ ン ト リオ ー

　 　ル(775人)、 オ タ ワ=ハ ル(725人)、 カ ル ガ リー

　 　 (630人)、 バ ン ク ー バ ー(570人)、 ウ ィ ニ ペ

　 　グ(515人)、 ハ リ フ ァ ック ス(360人)、 セ ン

　 　 ト・ジ ョー ンズ(345人)、 ビ ク ト リア(260人)

　 　で あ っ た(岸 上1999b:196)。1991年 の 調 査 の

　 　調 査 票 や 定 義 が 、1996年 以 降 と は 異 な る た め 、

　 　人 口 に 関 す る 統 計 結 果 をそ の ま ま 比 較 す る こ

　 　 とは で き な い 。 そ の た め 本 稿 で は 、1991年 調

　 　査 の 結 果 を あ く ま で も 参 考 情 報 と し て 取 り

　 　扱 った 。

4)都 市 で 生 ま れ 育 っ た イ ヌイ ッ トの 数 が 増 加 す

　 　 る と と も に 、 高 齢 の イ ヌイ ッ トの 数 も 増 加 し

　 　つ つ あ る 。 都 市 に お いて は先 住 民 と非 先 住 民

　 　 と の 間 に 高 齢 者 の ウ エ ル ビ ー イ ン グ に つ い て

　 　歴 然 と した 格 差 が 見 られ る。 高 齢 の都 市 在 住

　 　イ ヌ イ ッ トの ウ エ ル ビー イ ング を促 進 す る た

　 　 め に は 、 交 通 、 住 宅 、 ア ク セ ス 可 能 性 、 集

　 　合 空 間 な ど の 物 理 的 環 境 と も に 、 健 康 ・コ

　 　 ミ ュ ニ テ ィ ・サ ポ ー ト ・サ ー ビス や 尊 敬 と認

　 　知 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン、 情 報 な ど の 社 会

　 　 的 環 境 が 重 要 で あ る こ とが 指 摘 さ れ て い る

　 　 (Brooks-Cleator,　Giles,　and　Flaherty　2019)。

5)た とえ ば 、 極 北 地 域 の イ ヌ イ ッ トの 若 者 の 間

　 　 で は 自殺 や 自殺 未 遂 の 頻 度 が 高 く、 自殺 率 は

　 　 世 界 で も っ と も高 い(Kral　 2016)。

6)出 典 は 、 次 の 通 り で あ る。Statistics　Canada

　 　 (2018},Labour　 Market　 Experiences　 of　M騁is:

　 　 Key　Findings　from　the　2017　Aboriginal　 Peoples

　 　 Survey,　https://www150.statcan.gc.ca/n　 1/pub/89一

　 　653-x/89-653-x2018002-eng.htm(2021年10月

　 　 12日 閲 覧)

7)ホ ー ム レス の イ ヌ イ ッ トは 、 住 所 不 定 で あ

　 　 る た め 銀 行 口 座 を 開 設 す る こ と が で き な い 。

　 　 従 って 、 小 切 手 を 受 け 取 っ て も現 金 化 に 苦 労

　 　 して い る 。 多 くの 場 合 は、 行 き つ け の居 酒 屋

　 　 で 高額 の 手 数 料 を 支 払 っ て 、 現 金 化 す る 場 合

　 　 が 多 い 。 しか も そ の 現 金 は 酒 代 に消 え て し ま

　 　 う。 一 方 、 非 就 労 者 のイ ヌ イ ッ トの女 性 の 中

　 　 に は 、 女 性 用 シ ェル ター1シ ェ ・ ドリ」 の事

　 　 務 所 を生 活 補 助 金 の 小 切 手 の 送 付 先 に登 録 し、

　 　 そ の お 金 を 同 団 体 に管 理 して も らい な が ら賃

　 　 貸 ア パ ー トに 入 居 し、 ホ ー ム レス か ら脱 し た

　 　 事 例 も あ っ た 。 な お 、 ホ ー ム レス の イ ヌイ ッ
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　 　 ト に つ い て は 、Kishigami(2008a)とBono

　 　 (2019)を お 読 み い た だ き た い。

8)都 市 在 住 イ ヌ イ ッ ト と極 北 地 域 在 住 の イ ヌ

　 　 イ ッ トとの 間 の経 済 的 格 差 拡 大 や 、 極 北 地 域

　 　 在 住 イ ヌ イ ッ トの 間 で の 経 済 的 格 差 拡 大 の解

　 　 明 は 、 重 要 な 研 究 課 題 で あ る。 私 は こ の 問題

　 　 を イ ヌイ ッ トの分 配 の 制 度 や そ の 実 践(Kishi-

　 　 garni　2004b,2021)と の 関 連 で 検 討 す る 必 要 が

　 　 あ る と考 え て い る。

9)2020年 か ら2021年 に か け て ケ ベ ッ ク州 政 府 は、

　 　 イ ヌ イ ッ トを は じめ とす る ホ ー ム レス の人 び

　 　 と に 新 型 コ ロ ナ 感 染 症 用 ワ クチ ン接 種 を優 先

　 　 的 に 実 施 し た(Donat　 Savoie氏 か らの私 信)。

10)「 ニ ピ ヴ ッ ト」 とは 、 イ ヌ イ ッ ト語 で 「私 た

　 　 ち の 声」 を意 味 す る 。 こ の 放 送 に関 す る 情 報

　 　 につ い て は 、https://ckut.ca/en/content/nipivut-0

　 　 に ア ク セ ス し て い た だ き た い 。 この 番 組 は 、

　 　 カ ナ ダ南 部 地 域(都 市 部)で 放 送 され た初 め

　 　 て のイ ヌ イ ッ ト語 放 送 で あ る。 オ タ ワ にお い

　 　 て は 、2019年 に 同 じ よ う な イ ヌ イ ッ ト語 に

　 　 よ る ラ ジ オ番 組 「ウ ッ カ ラ グ ヴ ィ ク(Uqallag-

　 　vik)」 の放 送 が 始 ま っ た。

11)私 は 、 こ の よ うな イ ヌイ ッ ト ・フ ー ドの 新 た

　 　 な 流 通 様 態 を イ ヌ イ ッ トの 食 物 分 配 の 新 た な

　 　 タ イ プで あ る と考 え て い る(Dunn　 and　Gross、

　 　2016;Kishigami　 2008b,2021:127)。 今 後 の 研

　 　究 課 題 と した い。
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